
第３９回ジュニアオリンピック陸上競技大会要項 

１．主  催   財団法人 日本陸上競技連盟 

２．後  援   文部科学省、朝日新聞社、神奈川県教育委員会、財団法人神奈川県体育協会、財団法人横浜市体育協会 

３．特別協賛    東京海上日動火災保険株式会社 

４．協  賛     株式会社アシックス、ミズノ株式会社、大塚製薬株式会社、日本航空、株式会社ニシ・スポーツ 

５．主  管   神奈川陸上競技協会 

６．期  日   平成２０年１０月２４日（金）～２６日（日） 

７．会  場   日産スタジアム    〒222-0036  横浜市港北区小机町３３００  TEL 045-477-5000 

  ＪＲ横浜線・市営地下鉄「新横浜駅」下車 徒歩１５分   ＪＲ横浜線「小机駅」下車  徒歩５分 

８．区  分    平成２０年４月１日を基準として満年齢によって、下記のとおり３区分する。 

              A．１４歳以上～１５歳未満（平成５(1993)年４月２日生～平成６(1994)年４月１日生） 

            B．１３歳以上～１４歳未満（平成６(1994)年４月２日生～平成７(1995)年４月１日生） 

              C．１３歳未満           （平成７(1995)年４月２日以降生まれ） 

９．種  目     

   区分        男子        女子 

       Ａ  １００ｍ ２００ｍ ４００ｍ ８００ｍ 

 ３０００ｍ  １１０ｍH  

走高跳 砲丸投 

 １００ｍ ２００ｍ ３０００ｍ １００ｍＹＨ 

 走高跳 

 

       Ｂ  １００ｍ  １５００ｍ  １１０ｍH  

走幅跳 

 １００ｍ  １５００ｍ １００ｍH 

走高跳 走幅跳 砲丸投 

       Ｃ  １００ｍ １００ｍＨ 

 走幅跳 砲丸投 

 １００ｍ １００ｍＨ 

 走幅跳  砲丸投 

    A.・Ｂ共通 円盤投  ジャベリックスロー  円盤投  ジャベリックスロー 

   A・Ｂ・Ｃ共通 

 

４×１００ｍＲ 

 

     ４×１００ｍＲ 

 

 

                    ※リレーチームの編成は都道府県選抜チーム。男女とも A・Ｂ・Ｃ各２名を登録し、レースにおいては、各区分の競技者 

が必ず１名走ること。 残りの１名はどの区分でもかまわない。 

10．参加資格 平成２０年度本連盟登録競技者で以下のいずれかに該当すること。ただし、本連盟登録者であっても正式参加資格は、 

             日本国籍を有する競技者（日本で生まれ育った外国籍を有する競技者を含む）のみとし、外国籍を有する競技者は 

             順位の対象とはならないオープン参加とする。 

(1) 平成１９年１月１日～平成２０年９月１７日の間に標準記録（別記）に到達した者。 

(2) 標準記録の突破に関係なく、それぞれの種目ごとに各都道府県から代表選手１名は出場できる。 

（同一区分の同一種目に２名以上、出場する場合はすべての競技者が参加標準記録を突破していること。） 

(3) リレーは、各都道府県から１選抜チームのみ出場できる。 

(4) 室内競技会の記録も有効とする。 

(5) 参加標準記録を設けていない種目については、各都道府県から１名のみ出場できる。 

１１．参加制限   １人１種目とする。ただし、リレーは除く。 

１２．競技規則   ２００８年度日本陸上競技連盟競技規則によるが決勝進出基準等については本大会特別ルールを適用する。特別ルールに 

             ついては、その他の｢特別ルールの適用について｣の内容を承知した上で申し込むこと。 

１３．申込方法  (1) 申込者は別記様式の個人申込書に該当事項を明記し､ 参加料を添えて平成２０年９月１７日（水）までに所属加盟団体 

 （都道府県陸協）に申し込むこと。 

           (2) 加盟団体は参加申込書を受け付けた後、総括申込書を作成し、参加資格の確認をおこなったうえ現金書留・書留郵便にて 

平成２０年９月２４日（水）必着で下記あてに送付すること。 

                (3) 申込先   〒 ２３１ｰ００３２   横浜市中区不老町１－２－７ シャトレーイン横浜 ７０４ 

                                   神奈川陸上競技協会事務局 ジュニアオリンピック係 宛 

１４．参加料     (1) １人１種目 １，０００円、リレーは１チーム ２，０００円とする。        

            (2) 参加料は理由のいかんにかかわらず返金しない。 



１５. 表  彰    各種目８位までを表彰する。男女それぞれの最優秀競技者にＪＯＣ杯が贈られる。 

１６. その他   (1) 申し込み後やむを得ず棄権するときは、棄権届を書面にて速やかに大会総務に届けること。 

(2) 競技場は全天候舗装である。トラック舗装材の厚さは１５㎜で､ フィールドの助走路は１８㎜である。したがって競技規則 

第１４３条②～⑥を参照すること。 

                     ※１４３条抜粋・・・外部に出ているスパイクの長さは、９㎜以内。ただし、走高跳、ジャベリンスローは、１２㎜以内。 

(3) 競技中に発生した傷害・疾病については、応急処置は主催者にて行うが､ 以後の責任は負わない。 

(4) 競技者が、競技場内（練習場内を含む）に持込める物品の商標の大きさは、「競技会における広告および展示物に関する         

                  規定」を遵守すること。これに違反した場合は、主催者で処置する。 

            (5) ハードル種目の規格  

クラス 高 さ ハードル 間  クラス 高 さ ハードル 間 

A 男子 ０．９９０ｍ ９．１４ｍ A 女子 ０．７６２ｍ ８．５０ｍ 

B 男子 ０．９１４ｍ ９．１４ｍ B 女子 ０．７６２ｍ ８．００ｍ 

C 男子 ０．８４０ｍ ８．５０ｍ C 女子 ０．７６２ｍ ８．００ｍ 

(6) 投てき物の重量 

 男       子     女       子 

クラス 種 目   重  量  種 目   重  量 

  A 砲 丸 投  ５．０００ｋｇ   

  B   砲 丸 投  ２．７２１ｋｇ 

  C 砲 丸 投  ２．７２１ｋｇ 砲 丸 投  ２．７２１ｋｇ 

Ａ・Ｂ共通 円 盤 投  １．０ｋｇ 円 盤 投  １．０ｋｇ 

           (7) ナンバーカードとプログラムの配布は次のように行う。 

                      ２３日（木） １１時００分～１７時００分 本競技場 一般利用者入口付近 

                      ２４日（金）  ８時００分～１７時００分 本競技場 一般利用者入口付近 

                      ２５日（土）  ８時００分～１７時００分 本競技場 一般利用者入口付近 

２６日（日）  ８時００分～１３時００分 本競技場 一般利用者入口付近 

(8)  大会前日の練習は、本競技場、補助競技場及び投てき練習場で１１時３０分～１７時００分に行うことができる。 

練習についての詳細は資格審査・プログラム編成終了後、陸連インターネットホームページに競技注意事項、タイムテーブル

とともに掲載するので参照されたい。なお、個人宛へ送付はしません。    （アドレス http://www.rikuren.or.jp） 

(9)  参加各団体（学校）に１枚のみコーチＩＤカードを発行する。 

          (10) 宿泊を希望する競技者・監督・コーチは、近畿日本ツーリスト㈱トラベルサービスセンターで斡旋しています。 

  TEL:03-6730-3222  FAX:03-6730-3230  (平日：10:00~17:00, 定休日：土日祝祭日) 

                    ジュニアオリンピックの宿泊申込み受付期間は 8 月 25 日(月）10 時～9 月 26 日(金）17 時までとなります。 

右記募集要項へアクセスしお申込みください。 http://www.knt.co.jp/esite/0810/jyuniori/index.pdf 

           （11） 大会映像の著作権は主催者に帰属し、主催者または主催者が承認した第三者がテレビ放送及びインターネット上で 

動画配信を行うことがある。 

大会の映像・写真・個人記録等は、主催者または主催者が承認した第三者が大会運営及び宣伝等の目的で、大会プ 

ログラム・ポスター等の宣伝材料、テレビ・新聞・雑誌・インターネット等の媒体に掲載することがある。 

特別ルールの適用について 

フィールド競技は昨年同様予選を行わない。 

①走幅跳 

２つの平行するピットで２組に分かれて決勝を開始。３回の試技後、上位８名が一方のピットで残り３回の試技を行う。この際、４回目の試技を行う

前には、不公平が生じないよう十分な足あわせの時間を設ける。 

②走高跳 

並んで設けられたピット２カ所に分かれて決勝を開始。それぞれ最後の高さまで競技を行い、それぞれのピットの結果を総合して順位を決定する。

優勝決定戦が必要な場合のみ一方のピットで実施する。 

③投てき競技 

計測方法の工夫により、次の試技までの待ち時間が長くならないように配慮する。 


